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『 次の５０年を子供たちに託して 』 

←多治見工業高校デザイン科のみなさん、ありがとう！        校 長 熊 﨑 健 一    

１１月１５日。素晴らしい秋晴れのもと開校１５０周年をお祝いすることができました。 

第１部は、記念式典を行いました。昭和５０年代からの学校の様子を視聴しました。近年の

写真に自分や仲間の姿を見つけると歓声が上がっていました。動画の一コマに楽しい思い出の

記憶が呼び起こされたのでしょう。市長さんも駆けつけてくださり「養正小学校は、市内で最

初にできた学校です。１番の誇りをもって過ごしてください！」とお祝いのメッセージを送っ

てくださいました（市長さんの登壇に「あの人は誰？」と素直に反応する子の姿も印象的でした）。養正地

域会議の田中さんのお話からも、養正小が地域に愛され支えられてきたことを感じました。 

第２部では、『たじみ弁かるた』を楽しみました。かるたを作った富山大学の安藤先生から

は、多治見と富山の言葉の違いに始まり、文明が発達したことによる共通語の普及、地域・年

代の違いによる言葉の壁などについて分かりやすく教えていただきました。講演後には、学年

ごとにかるた取りを行いました。４年生以上は、育友会役員さんお手製の大判かるたを使って

激しい絵札の争奪戦を繰り広げました。安藤先生は、子供たちがかるたに慣れ親しんでいる様

子（読み札を読み始めると同じようにつぶやく子がたくさんいました）に大変感激してみえました。 

第３部は、ゆめメッセージタイルのお披露目、バルーンリリース、６年生による鼓笛演奏な

どを行いました。思い思いに夢を描いたタイルを見つめる親子の姿。雲一つない青空にゆっく

りと上っていく風船を名残惜しそうに目で追う姿（予想以上にたくさんのバルーンがフライング？で

飛んでいっていました…）。運動会、多治見まつりに続き、真剣な表情で演奏する６年生の姿。そ

れを見つめる子供たち。どれも１５０周年の節目にふさわしい心温まるシーンでした。 

今回の事業は、実行委員会を中心に「コロナ禍でも子供たちの思い出に残る楽しい行事を！」

という願いで４月から準備を進めていただきました。５０年の区切りということでいろんなア

イデアを出し合い、時間をかけて最高の形にしていただきました。育友会役員のみなさんにも、

当日の活動を支えていただきました。また、多治見工業高校デザイン科２年生の生徒さんには、

ロゴマークや屋上壁画のデザインにご協力いただきました。さらに、養正地域会議のみなさん、

多治見市教育委員会のみなさんには、お忙しい中、来賓としてご参会いただきました。このよ

うに多くの方々から養正小学校への思いを寄せていただき、盛大にお祝い行事を執り行うこと

ができましたこと、ここに改めて深く感謝申し上げます。誠にありがとうございました。 

私は、夢タイルに「200th へ 次の 

50 年 主役は君たち」と記しました。 

５０年後がどんな世の中になっている 

のか予想することは簡単ではありませ 

ん。しかし、今の子供たちがこの町・ 

地域・国・世界を支え、未来を切り拓 

いていることに間違いはありません。 

子供たちの未来に大きな夢と希望を託 

しつつ、私も色とりどりのバルーンが 

遠ざかっていくのを見上げていました。 


